
AR を PLM ソリューションや CAD ソリューションと組み合わせると、より強力なソリュ
ーションを現場の作業員に提供することができますこうしたシステムを統合することによ
り、既存の製品データや作業指示を再利用して、拡張可能な作業指示をより迅速に低コス
トで作成することができます。現場の作業員は、リアルタイムで製品を操作しながら最新
のビジュアルガイドにアクセスできるため、サービス時間の短縮、コストの削減、顧客ロ
イヤリティの向上につながります。

優良企業がどのように AR、PLM、CAD ソリューションを活用して成果を上げているかをご
確認ください。

AR を PLM や CAD と併用している企業は、PLM と CAD のどちらも
使用していない企業と比べると、次のようなメリットを享受しています。

品質とコストの継続的な改善を実現

AR を PLM と CAD に接続すると、継続的な改善戦略のためのソリューションが生まれ、
タスクに関連する情報を収集したり、それらのデータを製品設計チームや製造チームに
提供したりできるようになります。PLM と CAD の既存の製品データを AR で活用してい
る企業では、コストや品質に関するさまざまな指標が前年比で大幅に向上し、コネクテ
ィッドプラットフォームが、顧客の変化する期待に常に応え、それを上回る価値をもた
らすことが示されています。

プロセスと技術者の効率が向上

AR を PLM と CAD に組み合わせることで、AR ソリューション内で利用可能なデータに
より、作業者はスキルを高め、作業を迅速に完了できるようになります。アセンブリ、
検査、オペレーション、サービス向けのコネクティッドソリューションは、コミュニ
ケーションの向上、スキルの最適化、品質改善、顧客満足度の向上、収益増加をもたらし
ます。PLM や CAD の既存の製品データを AR で活用している企業は、AR を単独で使用
している企業よりもはるかに大きなメリットを得ています。

PLM と CAD の製品データを AR で活用することのメリット

AR を PLM や CAD と併用 AR を PLM や CAD なしで使用

作業指示の設定と更新を合理化

デジタルスレッドで AR と PLM/CAD を統合すると、視覚的な作業指示を作成するとき
に、他のシステムから製品情報を簡単に取り込むことができます。そのため、時間の節約、
不要な作業の排除、スケーラビリティの向上が実現し、手作業なしに、何千ものバリエー
ションやモデルの作業指示を作成できるようになります。製品データを AR 作業指示に接続
すれば、部品表やアセンブリ/サービス要件の変更があったときに、作業指示の更新が自動
的にトリガーがされるため、現場の作業員は最新の作業指示を常に利用することが可能にな
ります。こうしたメリットにより、AR を PLM と CAD に統合して使用している企業では、
AR をデジタルスレッドと統合せずに使用している企業に比べて、市場投入までの期間が短
縮されます。

61%

CAD と PLM を AR に統合
するデジタルスレッドで
効率化を実現

拡張現実 (AR) は、現場の作業員が重要なワークフローを手元で確認できる強力なツール
です。AR を製品ライフサイクル管理 (PLM) やコンピュータ援用設計 (CAD) などの製品ソ
リューションと統合することで、既存の製品データを利用しているアプリケーションやビ
ジュアリゼーションを拡張することで、AR の価値をさらに高めることができます。

現場の作業員が AR からさらなる価値を引き出すための鍵

Aberdeen 社によると、CAD と PLM から既存の製品情報を活用して AR 作業指示を
作成しているのは 30% の AR ソリューションだけです。しかし、こうしたシステムを

接続することで、AR ソリューションでは次のことが可能になります。

作業指示の設定と
更新を合理化する。

プロセスと技術者の
効率を向上させる。

品質とコストの継続的
な改善を実現する。

データ精度の年間
改善率が高まる

AR を PLM と CAD に接続して使用している企業は、PLM と CAD の
既存の製品データを AR で活用していない企業と比較すると、

次のような恩恵を享受しています。

150%
サービス時間が短縮される

（現場到着から問題の解決まで）

193%

発売日に間に合う
製品が増える

開発時間が短縮される
 （データ生成からプロトタイピング、

検証、テストまで）

製造サイクルタイムが
短縮される

（ソーシングから出荷まで）

17.4% 81% 114%

それぞれのメリットを実現した回答者の割合
情報源：n=360、情報源：Aberdeen（2023 年 4 月）

顧客満足度の向上

低品質を起因とするコストの削減

製品のパフォーマンスやサービスの効率を
改善することにより得られた収益成長

部門を超えたコミュニケーションの増大

熟練作業者の時間と能力を最大限に活用

50%

29%

42%

26%

42%

24%

42%

28%

36%

27%

品質不良コストの
年間減少率が向上する

 （保証、リコールなど）

年間利益率が高まる 年間営業利益率が高まる
86% 54% 150%

年間顧客満足度が高まる 年間顧客維持率が高まる ユニットあたりの年間総
コスト減少率が向上する

44% 95% 102%
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